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廃棄物処理の基本

 廃棄物処理の基本は公衆衛生の向上

 日本の気候は高温、多湿なため、伝染病が蔓延し
やすいことから、焼却などの熱処理は公衆衛生の
向上に貢献している

 焼却処理は廃棄物の効果的な減量化を実現し、埋
立容量の減少効果をもたらす

 焼却処理は、廃棄物の持つ発熱量を熱エネルギー
として資源化でき、発電利用などにより二酸化炭素
の低減にも寄与している



一般廃棄物最終処分場の残余年数（平成19年度）



循環型社会で必要とされる焼却炉の機能

背 景

★ 焼却処理の過程では大量の二酸化炭素が排出されている。

★ 平成20年度の日本における温室効果ガス総排出量排出量
は12億8,600万トン（CO2換算）である。これに対して、廃
棄物分野からの排出量は3,768万トンであり、総排出量の
2.9%を占めている。

★ 廃棄物分野からの温室効果ガス排出量のうち、一般廃棄物
および産業廃棄物の焼却による排出量が全体の4分の3を
占めている。

★ このうち一般廃棄物の焼却処理では3割強を占めている。



調査施設の概要

No. 燃焼方式等 焼却能力 完成年月 脱硝方式 灰溶融方式

１ ストーカ炉 120 t/d×2炉 2002.04 触媒脱硝

２ ストーカ炉 90 t/d×3炉 2003.12 無触媒

３ ストーカ＋灰溶融 193 t/d×3炉 2005.02 触媒脱硝 プラズマ式

４ ストーカ＋灰溶融 130 t/d×3炉 2001.03 触媒脱硝 アーク式

５ ストーカ＋灰溶融 135 t/d×3炉 2002.12 触媒脱硝 プラズマ式

６ ストーカ＋灰溶融 150 t/d×3炉 2006.03 触媒脱硝 電気式

７ ストーカ＋灰溶融 123 t/d×2炉 2003.04 触媒脱硝 プラズマ式

８ ストーカ＋灰溶融 100 t/d×3炉 2003.03 無触媒 プラズマ式

９ 流動床＋灰溶融 144 t/d×3炉 2003.03 触媒脱硝 プラズマ式

１０ シャフト式ガス化溶融炉 129 t/d×3炉 2003.03 触媒脱硝

１１ シャフト式ガス化溶融炉 80 t/d×2炉 2003.03 無触媒

１２ 流動床式ガス化溶融炉 115 t/d×2炉 2003.03 触媒脱硝

１３ 流動床式ガス化溶融炉 140 t/d×3炉 2002.11 触媒脱硝

１４ 流動床式ガス化溶融炉 98 t/d×2炉 2003.04 触媒脱硝

１５ キルン式ガス化溶融炉 105 t/d×2炉 2003.03 燃焼制御

実態調査から見た焼却処理の現状と対策



調査施設の運転状況

No.
ごみ発熱量
（kJ/kg）

ごみ焼却量
（t/年）

発電電力量
（MWh/年）

発電効率
（％）

売電力量(%)
（MWh/年）

１ 8,400 50,506 10,681.1 9 2,679.7(25.1)

２ 8,400 55,049 12,593.5 10 5,049.1(40.1)

３ 8,780 166,883 61,136.3 15 10,196.9(16.7)

４ 9,450 103,602 49,783.5 18 16,473.1(33.1)

５ 8,000 68,412 32,354.2 21* 0

６ 10,500 46,882 30,998.8 15 10,882.2(35.1)

７ 7,542 32,791 9,573.0 14 0

８ 8,500 35,209 14,542.0 17 3,938.0(27.1)

９ 8,800 48,141 13,746.6 12 0

１０ 8,026 111,554 4,566.2 11 1,708.2(37.4)

１１ 10,880 10,880 5,728.8 11 0

１２ 8,990 70,916 18,346.5 10 5,821.1(31.7)

１３ 9,200 79,971 40,931.0 20 9859.0(24.1)

１４ 8,800 50,972 13,771.6 11 1,725.1(12.5)

１５ 9,630 27,895 7,323.9 10 135.3 (1.8)

注） ＊スーパーごみ発電





廃棄物発電・熱利用によるCO2削減可能量

現状※ シナリオ１ シナリオ２

発電条件
対象ごみ

63％
24,678トン

80％
31,313トン

100％
39,142トン

発電効率 11.6％ 20％ 25％

余熱利用条件
対象ごみ

97％
38,139トン

100％
39,142トン

熱利用率 5％ 10％

回収熱量(GWh)
発電 7,129 15,657 24,464

余熱利用 4,767 9,785

CO2削減量
（千トン-CO2）

発電 3,957 8,689 13,577

余熱利用 1,174 2,410

合計 5,131 11,100 15,988

現状との差 － 5,969 10,857

一般廃棄物焼却由来のCO2排出量(15.4
百万トン)に対する割合

33％ 72％ 104％

文献(8)による追加削減量
(20～34百万トン)に対する割合

－ 18～30％ 32～54％

注)ごみ発熱量9MJ/kg、電力の排出係数0.555kg-CO2/kWh、原油の発熱量0.258kLあたり10GJ、原油の排出係数18.66t-C/TJ
※「現状」は2004年時点、一部仮定を含む。





2007年10月29日

朝日新聞（朝刊）



廃プラスチック類処理の変遷
ー埋立処分から焼却処理へー

都 市 名 焼却に転換した年

秋田市 2002年から

前橋市 2004年から

東京都23区 2008年から（予定）

新潟市 2006年から

富山市 2007年から

広島市 2004年から

高知市 2002年から

佐賀市 2003年から

大分市 2007年から

宮崎市 2005年から

鹿児島市 2007年から

那覇市 2006年から



2010年6月24日
朝日新聞（夕刊）



国 名 電 力
(MWh/年)

熱
(MWh/年)

ごみ処理量
（t/年）

電力
(kWh/ごみt)

熱
(kWh/ごみt)

オーストリア 23,412 844,200 842,230 28 1,002
ベルギー 460,390 69,324 1,370,693 336 51
チェコ共和国 5,702 694,719 410,383 14 1,693
デンマーク 1,183,653 6,156,051 3,009,953 393 2,045
フィンランド 0 104,700 49,000 0 2,137
フランス 1,083,137 4,691,580 8,238,173 131 569
ドイツ 3,905,450 8,327,206 15,259,766 256 546
英国 439,625 51,459 872,797 504 59
ハンガリー 40,291 47,684 160,054 252 298
イタリア 1,855,245 509,498 4,453,738 417 114
オランダ 2,010,257 659,818 5,158,988 390 128
ノルウェー 132,593 1,076,679 766,723 173 1,404
ポルトガル 282,726 0 648,463 436 0
スペイン 4,381,060 0 2,221,218 1,972 0
スウェーデン 624,049 6,088,072 3,077,906 203 1,978
スイス 993,982 2,019,972 3,024,847 329 668

欧州における一般廃棄物焼却施設からの電力・熱の販売量



ヨーロッパにおける取り組み
(EU-court(C-458/00 Par.34))

 現状における発電効率は20-28%
 焼却廃熱の80-85%は蒸気あるいは電気として回収可能

 今後は焼却炉をエネルギーリサイクルプラントとして位置づける

 以下の式に基づいたエネルギー回収効率を基準として判断

年間のエネルギー使用効率＝(Ep/(0.97×Ew)) Ep: 回収、使用熱量

Ew: ごみの熱量

電気＝1MWhe abs=2.6MWh equ.
蒸気＝1MWhst abs=1.1MWh equ.

★効率 0.60: 現在から2008.12.31まで許容される焼却炉

0.65: 2009.01.01以降から許容される焼却炉
（文献）
B.BILITEWSKI:STATE OF THE ART OF THERMAL TREATMENT, Proceeding Sardinia 2007, 

Eleventh International Waste Management and Landfill Symposium, Cagliari, Italy





























調査施設における環境保全管理値

No.
ダイオキシン類
（ng-TEQ/m3）

ばいじん
（g/m3）

塩化水素
（ppm）

窒素酸化物
（ppm）

硫黄酸化物
（ppm）

１ 0.1 0.01 50 30 25

２ 0.1 0.02 70 70 50

３ 0.05 0.04 50 60 20

４ 0.1 0.02 50 70 30

５ 0.1 0.01 10 30 10

６ 0.1 0.01 50 50 20

７ 0.05 0.01 80 80 20

８ 0.1 0.01 50 100 80

９ 0.1 0.02 10 30 10

１０ 0.05 0.01 30 60 20

１１ 0.01 0.01 50 100 30

１２ 0.01 0.02 50 60 50

１３ 0.05 0.01 10 50 10

１４ 0.1 0.01 50 100 20

１５ 0.1 0.01 50 100 50


